
被害者学

回数Lecture 担当者Instructor 学修内容Contents of the learning

第1回 牧野　雅子 オリエンテーション

第2回 牧野　雅子 被害者とは

第3回 牧野　雅子 刑事手続きにおける被害者

第4回 牧野　雅子 被害者学の歴史（1）

第5回 牧野　雅子 被害者学の歴史（2）

第6回 牧野　雅子 犯罪被害者（1）

第7回 牧野　雅子 犯罪被害者（2）

第8回 牧野　雅子 犯罪被害者（3）

第9回 牧野　雅子 犯罪報道の問題

第10回 牧野　雅子 被害者に対する偏見

第11回 牧野　雅子 被害者支援（1）

第12回 牧野　雅子 被害者支援（2）

第13回 牧野　雅子 諸外国における被害者支援

第14回 牧野　雅子 被害者、被害者学とジェンダー

第15回 牧野　雅子 まとめ

※　本サイトはトライアルのために第一次案として公開するものです。
　　無断転載等、著作権を侵害する行為はお控えください。

【概要】　日本においては、1990年代以降、犯罪被害者の保護が叫ばれ、支援策や法が整備されてきている。それ以前は、犯罪被害
者は、保護すべき対象と見なされておらず、刑事手続きの蚊帳の外に置かれていた。被害者学も、犯罪原因を被害者に求めてその誘因
を探る学問であり、差別や偏見を伴ったものであった。
犯罪被害者がおかれてきた状況や、被害者を研究の対象とする被害者学の歴史を批判的に検討することで、支援や法はどうあるべきか
について考える。


